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4 　研 究 方 法





れるのである。また、それはエスノグラフィ （ーSpradley, 1980；Emerson, Fretz 































4 . 3 　データ収集期間と収集方法
　データの収集期間は、2002年 5 月10日～ 9 月30日。新卒看護師の勤務する日
勤帯の 8 時から勤務終了まで、 1 回／ 1 ～ 2 週の割合で新卒看護師の活動の場
である臨床でのフィールドワーク（参与観察とインタビュー）を通して、新卒看護
師の学びの状況を記述した。なお、臨床現場の状況をより理解できるように
データ収集開始前に 1 ~ 2 ヵ月間、 1 日／週の割合で看護スタッフと共に日勤
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4 . 4 　データ分析方法
　フィールドノーツを軸とした事例の記述と解釈は、Emerson, Fretz & Show
（1995）の「方法としてのフィールド・ノート」を参考に質的分析を実施した。
その際の手順は次のとおりである。
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ッフは、卒後 2 年目～10年目以上のベテランまで 7 名で構成されている。






































































































































































































































































































































































て、エピソード 1 ～ 3 までの学びの局面は、《看護実践コミュニティの応答性
による学びの享受》と解釈できる。
























デンティティを形成していくこととされる（Lave & Wenger, 1991）。つまり、
LPP は、アイデンティティの形成を実践コミュニティへの参加過程において
進む学習の一側面と考えるのである。Lave と Wenger によると、アイデンテ
ィティとは「人が自分を理解する仕方であり、自分を見る見方、また他者から
の見られ方、すなわち自己についてのかなり安定した知覚である」（Lave & 















































感じている。片山（1998）は、新卒看護師の職場適応において就職後 3 ～ 4 ヶ月
頃までは心理的な問題が生じやすい危険な時期であると述べている。また、近
藤（2002）の調査では、就職後 3 ～ 6 ヶ月くらいまではリアリティショックの状














　「応答性」とは、 6 . 8 で述べたとおり、看護実践コミュニティのメンバーが
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7 . 3 　看護実践コミュニティのおける「実践へのアクセス」
　Lave と Wenger は、看護実践コミュニティの新参者の学びにおいて重要な
ことは、「教授行為へのアクセスではなく、学習の資源としての実践へのアク
セスの問題である」としている（Lave & Wenger, 1991, p.85）。Lave と Wenger
によると、実践へのアクセスとは「幅広い進行中の活動や、古参者や他のコミ
ュニティのメンバー、情報、リソース、参加の機会にアクセス」することであ
る（Lave & Wenger, 1991, p.101）。この「実践へのアクセス」が学習者にとって、
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